
 

 

 

 

多発犯罪対策自主防犯活動推進事業 

実施結果報告書 

１団体名 御津地区青色防犯パトロール隊 

２事業名 住宅対象侵入盗対策事業 「みとみまもる運動」 

３事業概要 

 当団体の所在する地区は、国道１号線、国道２３号線、豊橋バイパスが通

っている。抜け道として、地区の主要な県道も大変通過車両が多い地区であ

る。しかし、夜は車の通過が少なくなる。２年ほど前には、地区南部で３ヶ

月の間に６０件の連続住宅侵入盗が発生した。犯人の逮捕につながったの

は、民間個人宅の防犯カメラであったと聞いた。防犯カメラが主要道路に必

要になっていると考える。 

 同時に、防犯ベストをもっと配り、地区住民の「個人の目」による監視、

防犯への関心を高めるよう地区住民に呼びかけなければと思う。 

 よって以下の事業を実施した。 

１ 防犯ベストによる活動の活発化・強化 

  「緑のベストの不思議な力」 

２ 侵入盗対策のための防犯啓発活動の実施 

  「スマイル防犯啓発 INみとまつり」 

３ 防犯カメラのレンタル設置による犯罪抑止、効果検証 

  「防犯カメラ（みとみまもる君レンタル投入） 

４事業実施 

結果 

１  防犯ベストによる活動の活発化・強化 

       「緑のベストの不思議な力」 

 緑色の防犯ベストには不思議な力がある。防犯ベストをいただくと、何か

使命感を感じる。地域のために行動を、ボランティアをと、少なからず感じ

るものである。当地区では、残念ながら、防犯ベストを着て子どもたちの登

下校を見守る方が他地区より少ないと思う。少し前、地域の方が防犯ベスト

なしで小学生の登校を交差点で見守り運動していた時に、「交差点に変なお

じいさんがいる」とネットに書き込みされたそうである。その方は、二度と

見守り運動には参加しなくなった。投稿者には悪意はないのであろうが、緑

色の防犯ベストを着用していれば、そのような書き込みはなかったのではな

いかと思われる。 

 今回、本事業で５０枚ほど防犯ベストを購入させていただいた。地区防犯

に役に立つよう配布を開始している。 

 



 

 

   

青パト隊と青少年健全育成会の合同郊外パトロールの様子  

 防犯ベストは老人会や小学校ＰＴＡなどに配り、散歩に出かける時も着て

いただき、視覚効果で防犯や子供たちの安全に役立てた。 

  

参考「ハイタッチあいさつ運動」 

   

 青パト隊、健全育成会合同の挨拶運動 年１２回開催  

 当校区のあいさつ運動は大変活気がある。豊川市立御津南部小学校の北門

では、会員の民生委員さんの発案で「ハイタッチあいさつ運動」が行われて

いる。最初は照れていた子どもたちだったが、今では満面の笑みで、ハイタ

ッチであいさつをしていく。子どもたちのテンションも上がるが、こちらも

子どもたちから元気をもらう。核家族化した今の時代には大変良い行動だと

思う。他地区にも広めたい行動である。 

 これも「緑のベストの不思議な力」ではないかと考える。 

 

２  侵入盗対策のための防犯啓発活動の実施 

      「スマイル防犯啓発ＩＮみとまつり」  

  子ども用防犯笛、水素充填用名前入り風船を本事業で購入。豊川防犯協会

様など様々な団体から啓発品等の提供を受けた。 

東愛知新聞に掲載      青パト健全育成会合同チラシ  

    

   配布したチラシ２       配布した年間予定表  

    

  



 

 

「やるからには楽しく」をモットーに、豊川警察署様より公式マスコット（コ

ノハ警部）、豊川保健所様より公式マスコット（ダメ、ゼッタイ君）をお借

りして 青パト隊員２名が着ぐるみの中へ入った。警察署員２名の応援もあ

り、例年よりもファミリー層が青パト、健全育成会ブースへ集まってくれた。

楽しく防犯、交通安全の啓発活動ができた。 

 また、東愛知新聞社様の取材を受け、翌日の新聞に掲載をしていただいた。

青パト、健全育成会合同で、ボランティア活動の内容、活動の年間予定表の

チラシを各２５０部作成、同時に、防犯、交通安全の啓発を行った。大変盛

況で、風船５００個は２時間ほどでなくなった。良い啓発運動が出来たので

はないかと思う。 

 

３  防犯カメラのレンタル設置による犯罪抑止、効果検証 

     「防犯カメラ（みとみまもる君）レンタル投入」 

 住宅対象侵入盗などの街頭犯罪に対する抑止効果が高く、有用な防犯設備

である防犯カメラを、町の中心で車の交通量のある校区内西方地区へ、高性

能防犯カメラをレンタルし、子どもの遊び場である地区内ちびっこ広場へ設

置。犯罪の抑止を図り、効果を検証した。 

 

  自動繰り返し撮影の高性能防犯カメラ  

     

 地区の子どもの集合場所である西方ちびっこ広場は、数年前に火遊びによ

るボヤ騒ぎがあった。また、国道２３号線の迂回路として道路が半年前に開

通したので、交通量が激増した。防犯、交通安全を考えたところ、民間の倉

庫をお借りして電源をいただき、この場所に設置させていただいた。 

 プライバシーの問題を考慮し、地区自治会長に管理を依頼。自治会長と区

議員を交え１２月に検証を行ったが、特に、通過車両、公園の安全に問題の

ある点はなかった。防犯カメラ設置によるメリット、デメリットを話し合っ

た。 

 プライバシーの問題、電源確保の問題、設置場所の問題など、さまざまな

問題について話し合った。しかし、子どもたちの安全を考える時、防犯カメ

ラの存在は大きな安心材料だと集まった全員が言っていた。町の主要道路に

何カ所かつけることができれば理想的という意見もあった。 

 

 

 

 



 

 

５成果と課題

及び今後の

取組み 

＜防犯ベストによる活動の活発化・強化＞ 

成果、課題 

１ 小学校のＰＴＡからも問い合わせがあった 

  （朝の交通当番時に着用したい）→ ２０枚配布した 

２ 区議員さん、民生委員さんからも配布の要望があった→ １２枚配布 

３ 団体によって色、デザインがばらばら→ 統一感がほしい 

今後の取り組み 

１ 愛知県ブランドの「緑のベスト」がほしい 

  県が中心となって各市町村、各教育委員会に発信していただき、防犯関      

  係の店で販売してほしい→ 県全体で統一できるのでは？ 

２ 予算の都合上、役員さんが次の方に引き継がれる場合、緑のベストも引

き継いでもらっていたが、役職が終わっても地域の防犯、見守り活動を

継続していただくため、新しい方には新品を配りたい→ 「個人の目」

が増える 

＜侵入盗対策のための防犯啓発活動＞ 

成果、課題 

１ 警察等のマスコットを利用→ ファミリー層が集まった 

２ 名前入り風船、防犯笛配布→ 予想以上の盛況だった 

３ 手作りのチラシをもう少し工夫したい→ シンプルで目立つものに 

今後の取り組み 

１ 素人がチラシを作るのは難しい→ 愛知県が防犯、交通安全のチラシ等

のテンプレートを作り、市町村に問い合わせれば各団体が編集して使用

できるようにならないか？ 一般公募も面白いのでは？ 

２ 来年以降もマスコット等を利用したい→ もっと効果的な啓発運動に 

＜防犯カメラのレンタル設置による犯罪抑止、効果検証＞ 

成果、課題  

１ 高性能防犯カメラ設置→ 防犯カメラがあることの安心感を体験 

２ プライバシーの問題→ 一番難しい問題であった。各自治会に話を聞い

たが、全員一致で防犯カメラをつけようという地区はほとんどなかっ

た。 

３ 電源の問題→ 微量だが電気代が必要。誰が負担するのかと問題に 

４ 設置場所の問題→ いたずらされない高いところに置かなければとい

う問題、電柱は許可が出ない問題、結局、民間倉庫にお願いした。        

今後の課題 

１ 防犯カメラは必要ということが地区の方々の大半の意見であったが、本

事業を進めるに当たり、さまざまな問題があることを実感 

  しかし、主要道路に数台設置するために、今後、各自治会、県、市と話

し合っていきたい→ 「カメラの目」と「個人の目」の増加が防犯、地

区の見守りには必要 

 


